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9 ．防災行政の 現場で は

小川　雄 r．郎’

　 9．1　 は じ め に

　わ が 国 は，台風 の 常襲地帯 に 位置する と と もに，

地震，火山活動が活発な環太平洋 変動 帯に 位 置 し

て お り，気象的 に も地形的 ・地質 的 に も自然 災害

に脆弱で あ る とい え る。

　 こ の 自然災害 に 対処 す る た め，昭和 22 年 の 災

害救助法に続 き，消防法 （S．23），水防法 （S．24），

公共土木施設災害復旧事業費国暉負担法 （S．26）

などが順次制定 さ れ た が ，昭和 34 年 の 5，000 人

あまりを越え る死者を出 した伊勢湾台風 を契 機 と

して ，昭和 36 年 に 災害対策基本法が制定 され た 。

こ の 基本法 を中心 と して ，各種 の 法律 ・制度 が確

立 さ れ ， わ が 国の 防災対策の 体系が 形成 さ れ ，
そ

れ らに 基 づ い た防災行政 の 運営 が行 わ れ て きた 。

さ らに
， 治山 ・治水 ・海岸事業等 の 国土 保全 事業

の 積極的推進 ， 気象観測施設 ・設備 の 整備 の 充実，

災害情報伝達手段の 発展及び普及等に よ り ， 伊勢

湾台風 以 降の 昭和 30 年代後半か ら ， 死 者 ・ 行方

不明者は著 し く減少 し， 長期的に み れ ば逓減傾向

に あ る 。

　9，2　こ の 10年間 の 自然 災害 と防災対策

　 こ の 10 年 の 間 に 発生 した 自然災害 と して は，

まず は平成 7年に 戦後最大 の 死者 を出 した阪 神 ・

淡路大震災 が あげられ る 。 こ の 災害 に よ り 6，000

人 を越え る死者が出た こ とは，わが国 の 防災 体制

が必ず しも充分 で な い こ と を露呈す る こ と と な り，

わが国の 防災対策を全面 的 に 見直 し，さ らに
一

層

の 災害対策の 強化を図 っ て い く契機 と な っ た
。

　本稿の 主題 で あ る こ の 10 年間 の 防災行政 の 現

場に お け る変革は ， こ の 阪神 ・淡路大震災に よ る

教訓を い か し た従前の 防災行政 の 見直 し並 び に 新

たな展開に っ い て が主な柱とな る。

　 さ らに，こ の 10 年 間 で 2 番 目 に 大 きな 人 的被

害 をもた らした，平成 5 年 の 北海道 南西 沖地 震災

害（死者 230 人），平成 2 年 の 雲仙普賢岳噴火 災害

’
ア ジ ァ 防災セ ン タ

ー

学会誌 ・企画委員会 ： こ の 10数 年で 何 が 得 られた か

（同 44 人）， 平成 5 年 ， 平成 10 年の台風 ・豪雨災

害な ど が き っ か け と な っ た防災体制 の 強化な ど も

加え て ，次節に各省庁が こ の 10 年に 何を して き

た か を 概観す る 。

　 9．3　中央省庁 に おける防災行政 の こ の 10年

　各省庁 は，こ の 10 年間 に 特 に 阪神 ・淡路大 震

災を契機に既存 の 体制を見直 し，強化す る など様々

な 取 り組 み を行 っ て きた。以
’
下，省庁 別 に そ の 概

略を記載す る 。

（1） 国上庁

  　災害対策基本法 の 改正

　阪神 ・淡路大震災に お い て は，道路上 の 放置 車

両等 に よ り緊急輸送 が 著 しく妨 げ られた こ とか ら，

平成 7 年 6 月・12 月に 災害対策基本法 の
一

部 を 改

正 し，災 害時 の 交通規制措 置 の 拡充，放 置車両 等

に 対す る 強制措置及 び そ れ に 伴 う物件破損 に つ い

て の 損失補償等 を定 め た。

  　防災基本計画 の 改訂

　平成 7 年 7 月に 改訂 した 防災基本計画 で は，必

要な災害対策の 基本に っ い て ， 国 ， 公 共機関 ， 地

方公共団体，住民 そ れ ぞ れ の 役割 を 明 ら か に し っ

つ ，時間的な順序に沿 っ て 具体的か っ 実践的対応

に っ い て 定 め た 。 また，平 成 9 年 6 月 に は，大規

模な事故災害へ の 対策を追加す る改訂を行 っ た 。

  被災者生活再建支援法の 制定

　 自立し て 生活を再建す る こ と が困難な 被災者 に

対 し，支援金 を支給す る こ と に よ り，被災者 の 生

活 の 立 ち ヒが りを 迅速 か つ 確実 に 支援す る こ と を

B 的と して ，被災者生活再建支援法を平成 10 年

に 制定 し た 。

  災害発生時 の 即応体制 の 強化

　阪神 ・淡路大震災 の 教訓を踏まえ ， 災害発生 の

初期段階 に お い て 被害 の 全体 的 な 規模 や 程度 を迅

速 に把握す るた め，大規模災害発生 時 の 第 1次 情

報収集体制の 強化 と内閣総理 大臣等へ の 情報連絡

体制 の 整備 に 関す る当面 の 措置 を行 っ た 。

　 ま た，被災状況 の 早期把握 と応 急復旧対策時 の

意志決定を支援する t 地震防災情報 シ ス テ ム （DIS）

の 整備を行 っ た 。
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  　中央防災無線網 の 充実 ・強化

　 ヘ リコ プ ター等 に よ る災害映像 の 伝送及 び テ レ

ビ会議 が 行え る画像伝送回線 の 整備，首都直下型

大規模地震発生時に対応す る た め の既存通信網バ
ッ

ク ア ッ プ シ ス テ ム の 構築な ど，緊 急整 備 を 実施 し

たQ

（2） 運輸省

  鉄道施設 に 関す る地震対策

・高架橋等 の 緊急耐震補強 ， 落橋防 ［E工 設置

・地震動早期検知情報 シ ス テ ム （ユ レ ダ ス ）の 導入

  　港湾施設 の 耐震強化

・耐震強化岸壁 の 整備

・浮体式防災基地 の 整備

  液状化対策

・港湾施設及 び海岸保全施設 の 液状化対策 の 推進

  空港 ・ 航空保安施設の 耐震対策

・よ り厳 しい耐震基準 に よる空港耐震対策の 推進

・ 交通管制部各施設及 び国際対空通信施設 の 多重

　化に 向けたバ
ッ ク ア

・
ソ プ体制の 推進

（3） 建設省

く地震対策〉

  初動体制の 強化

・初動体制マ ニ ュ ア ル の整備

・施設管理 の た め の 地震計の 整備

・ヘ リコ プ ター等を駆使 した機動的な対応

  　緊急輸送ネ ッ トワ
ー

クに 関す る整備
・緊急輸送 に 必要 な 道路 の 整備
・ラ イ フ ラ イ ン 確保 の ための 共同溝等の整備

  避難地 防災活動拠点の 確保

。防災公園 の 整備

  防災 ボ ラ ン テ ィ ア 制度 の 活用

・防災 エ キ ス パ ー ト，砂防ボ ラ ン テ ィ ア ，斜面 判

　定上，建築物応急危険度判定士な どの 活用

  住宅 ・社会基盤 の 耐震改修の 促進

・建築物 の 耐震改修 の 促進 に関す る法律 の 施行 に

　よ る，耐震診断 。耐震改修
・道路橋 ・河川堤防 ・下水道施設等の耐震強化

  地震調査研究 の 推進

・地殻変動検出の ために，GPS 連続観測 シ ス テ ム
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　 の 拡充

・都市圏活断層図の整備

く風水害対策〉

  河川情報 の 提供の充実と強化

  雨水排除等に 関す る情報提供 の 促進

  　洪水 ハ ザ ードマ
ッ プ ・土砂災害危険区域図の

　作成と周知

  　土砂災害 に 関す る情報提供等 の 推進

  災害弱者施設対策の推進

  土砂災害防止の た め の 総合的対策 の 検討

  地下空間 に おけ る緊急的浸水対策 の 推進

  　道路災害対策の た め の 管理 の 高度化（災害発

　生検知技術の 開発等）

（4） 消防庁

　消防庁で は，住民 生 活 の 安全確 保を 目指 し て ，

次 の 事項 を 中心 に 災害対策の 推進を図 っ て い る。

  　各種災害に 的確 に対処 して い くた め の 消防 防

　災体制 の 充実強化

  大規模災害に対す る広域応援体制の 整備 と特

　殊災害対策等の 推進

  　衛星通信 の 活用 を含め た消防防災無線通信ネ ッ

　 ト ワ
ーク整備の 促進

  高齢者，身体 障害者等災害弱者対策 の 推進

  　地域に お け る 防災体制 の 充実強化

（5）　そ の 他

　災害 に 関す る予報，警報，発生状況 な ど の 情報

を迅速 に伝達する た め，気象庁 で は 地 震活動等総

合監視 シ ス テ ム （EPOS ），地震津 波監 視 シ ス テ ム

（ETOS ），気象資料総合処理 シ ス テ ム （COSMETS ）

等が稼働 して お り，関係機関に気象情報 が 伝達 さ

れ て い る 。 さ ら に，全市 町村に 設置さ れ た 震度 計

に よ る 震度情報 ネ ッ ト ワ
ーク シ ス テ ム （消 防庁），

科学技術庁 の 全国約 1，000 箇所に 設置 され た強 震

計 の 情報 （K −Net） な ど が 整備 さ れ，災害発生 時

の 迅速 か っ 的確な初動体制の 確保に役立 っ も の と

な っ て い る 。

　また ， 阪神 ・淡路大震災 に 際 して は，自衛 隊 へ

の 派遣要請を 迅速 に行 えなか っ た こ とか ら，自衛

隊法が
一

部改正 さ れ，特 に 救援 が 急 を要す る 突発
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災害 で 要請を待っ い と ま が な い とき は，自衛 隊 は

知事等か らの要請を待っ こ とな く部隊等 の 派 遣 が

可能とな っ た 。

　9，4　地方 自治体 にお ける防災行政の こ の 10年

　地方自治体に お い て は，上述の よ うな 中央省庁

の 動向を反映 して，防災行政 の 変革を行 っ て い る。

そ の 事例 と して ，阪神 ・ 淡路大震災 の 被災県で あ

る兵庫県 に お い て ，震災か ら得 られた教訓を生 か

して 展 開され て きた 防災行政の 新た な取 り組み 等

に つ い て ，教訓を切 り口 として 以下に 記述す る。

（1） 教訓 1 「災害 に 対す る備え の大切さ」

　兵庫県を は じめ，県内 の 被災市町 な ど の 行 政 ，

そ して 住民に も，こ の 地域 に は地震 は起 きな い だ

ろ うと い う油断があり， 地震 な ど の 突発型災害 へ

の 備え が充分で は なか っ た こ とか ら，い か な る災

害 に も対応で きる防災体制を平時か ら構築 して お

くこ と の 必要性を痛感 した 。

〈教訓を い か した防災対策〉

  地域防災計画 の 全面修 正

  県庁防災 （危機管理）組織体制 の 整備

  災害対策棟 の 整備

  効果的 な 防災訓練等の 実施

  　災害救援専門 ボ ラ ン テ ィ ア 制度の 創設

（2）教訓 2 「初動体制 の 大 切さ」

　震災 に際 して は ， 災害対策 に あ た る 職員 自身 も

被災 した た め，な すべ き こ との 多 さに 比 べ て 対応

す る職員が少 な く，充分な 対応が とれ な か っ た 。

ま た，情報収集機能 の ま ひ に よ り，被害 の 全 容把

握に手間取 り，不十分な情報で 応急 対策を実 施 せ

ざ る を得な か っ た 。

〈教訓 を い か した防災対策〉

  災害待機宿舎 の 整備 に よ る 災害対 策要員 の 確

　保

  　災害対応総合情報 ネ ッ ト ワ
ーク シ ス テ ム （フ ェ

　 ニ
ッ ク ス 防災 シ ス テ ム ）の 運用

  　衛星通信 ネ ッ ト ワ
ーク の 運用 ・管理

  自衛隊と の ホ ッ ト ラ イ ン の 設置

（3）教訓 3 「防災関係機関相互連携 の 大切さ」

学会誌 ・企 画委員会 ： こ の 10数年 で 何 が得 られ た か

　震災 に 際して ，行政，消防，警察，自衛隊，医療

機関等関係機関相互 の連絡調整が
．
卜分 で な か っ た

り，協力体制の構築に時間を要す ると い っ た 面が

否 め な か っ た 。 さ ら に ， 大規模災害に お い て は，

市 ・県域 を 越 え て 迅速か っ 効果的 に応援 を行 う広

域的防災体制 の 確立が強 く求め られ た 。

〈教訓を い か した防災対策〉

  関係機関との 連携強化

  広域的危機管理 シ ス テ ム の 検討

  広域防災体制 の 確立 （近隣府県 と の 相互応援

　協定等）

（4）教訓 4 「地域 コ ミュ
＝ テ ィ の 防災力 の 大切 さ」

　震災 で は，家屋の ド敷きに な っ た多 くの 被災者

が家族 や近隣住民 に よ っ て 救出さ れた 。
こ の よ う

な地域 レ ベ ル に おける救命 ・救助活動と い っ た地

域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 防災 力 の 大切さ が再認識さ れ た 。

〈教訓を い か した防災対策〉

  　自主防災組織 の 育成

  安全 ・ 安心 コ ミ ュ ニ テ ィ
・フ ァ イル づ くりの

　推進

（5）教訓 5 「災害に強い まちづ くりの 大切さ」

　高速道路の 倒壊，新幹線高架橋 の 落下 ，港湾施

設 の 被害等，近代的都市 とい え ど も，災害 に 脆 い

側面を持 っ て お り，広域防災拠点 の 整備 な どゆ と

り や 安全性に 配慮 した 防災基盤 を有した まちづ く

りを進 め る必要性を痛感 した 。

〈教訓を い か した防災対策〉

  イ ン フ ラ の 耐震化，多重化

  　広域防災拠点等の 整備

  ヘ リ ポー
ト の 確保

  国際的な防災研究体制 の 強化

　9．5　 むすび

　上述 の よ うに ，こ の 10 年間 に お い て は，特 に

阪神 ・淡路大震災 の 教訓 を 生か し て ， 下記 の よ う

に もま とめ る こ とが で き，効果を上 げ て きた と い

え よ う。

（1）都市が壊れ に くく（被害を受け に く く）す る

　…イ ン フ ラ の 耐震化，計画的なまちづ くり
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（2）壊れ て も被害 ・ 影響を最小限 に とどめ る

　…イ ン フ ラ の多元化 ， 多重化

（3）予警報 ・被害状況 が 迅速に伝達さ れ る

　・・情 報通信 シ ス テ ム の 高度化，多重化

（4）被災時に 円滑な緊急 対応が で きる

　…防災訓練，防災 に 関す る普及啓発 ・教育

（5）災害対応要員 の 確保

　…広域応援態勢，関係機関 との 連携，ボ ラ ン テ ィ

　　ア の 有効活用

　さ らに ， 震災に 際して 海外か ら多 くの 支援 を受

けた こ とか ら，海外に お ける大 災害に 対 して ，こ

れ まで の 緊急援助 の み な らず， 中長期的な展望 に

立 っ た復旧復興 の ノ ウ ハ ウ を持 っ た人員を派遣 す

るなど，新 しい 国際協力 も展 開されっ っ あ る 。

しか し，
こ れ らの 見直 しが 充分 に 効果 を 発揮 す る

もの で あるか は，今後 の 災害対応 に お い て検証 さ

れ て い か な ければ な らな い 。 わ が 国 の 災害対策 は

基本的 に は縦割 り行政 の 仕組み の 中に あ り，災害

時に強 い 指導力を発揮 で きる シ ス テ ム は未だ 中央

に構築さ れ たとは言 い が た い
。 今 しば ら くは省庁

再編の なか で 安定性を欠 くで あ ろ うが，し っ か り

と した指導力を発揮で き る体制の 整備 が望 まれ る。

　　　　　　　 参　考　文　献

国土 庁編 ： 防災 白 書，平 成 正1 年版．

国土庁 ： わ が 国の 災害対策．

国 際防災 の 10 年推進本部 ： 国際防災 の 10 年活動報

　告．

兵庫 県 ；兵庫 県 の 防災 対 策．

ア ジ ア 防 災 セ ン ター
：ア ジ ア 防災 セ ン ター国際 シ ン ポ

　 ジ ウ ム 報告書

土 木学会地震工 学委員会地 震防災技術普及小委員会 ：

　第 2 回地 震災害 マ ネージ メ ン トセ ミ ナ
ー．

10．国際協力の 分野で は

田 中　　聡
’

　 10．雪　 は じめ に

　わが国 の 発議に よ っ て 国連 に採択 され た 「国際

防災 の 10 年 （IDNDR ）」が 昨年終了 した 。
こ の

’
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IDNDR に 関連 して ，世界各国 で さ ま ざ ま な防災

に関す るプ ロ グ ラ ム が実施 され，特 に 自然災害 の

科学 の 分野で は，多 くの 成果 を上 げ て きた こ と は

よ く知 られ て い る 。 しか し
一

方，こ の 10 年 は い

わば
“
災害 の 10 年

”
と表現 して も過言で は な く，

そ の 数な ら び に 損害額は，減少す る ど こ ろ か増大

を続け て い る 。 た と え ば 1998 年 の 1年間 に世界

各地 で 発生 し た 自然災害 に よ る損害額 は，1980

年代全体を通 した 自然災害に よ る損害の 総額 を上

回 っ て い る
。 国連 ア ナ ン 事 務総 長 は IDNDR プ ロ

グ ラ ム ・フ ォ
ー

ラ ム （1999 年 7 月 5 日）に お い

て ， 世界の 災害 の 被災者 の 90％ が 発展途上国 に あ

り，こ れ らの 国に おける人 口 の 増 加，それ に とも

な う災害危険地域へ の居住など ， 発展途上 国の 災

害脆弱性は増大 して い る 。 ま だ，解決 し な け れ ば

な らな い 問題 は多 く残 さ れ て お り，IDNDR は ，

そ の 第一歩に す ぎ な い，と述べ て い る 。

　そ こ で本稿で は，過去 10 年問に お こ な わ れ た

わが国 の 国際協力 の
一例 と して ，こ の IDNDR の

プ ロ グ ラ ム を取り上げ，そ の 中で もと く に ，わ が

国がそ の 多 くの 経費を支 出 した地震防災 プ ロ ジ ェ

ク ｝・“RADIUS
”
に つ い て，プ ロ ジ ェ ク トの 概 要，

成果，残 された課題，今後 の わ が国 の 国際協力 に

向け て の 提案をお こ な う。

　 10，2　 RADIUS の概要

　RADIUS 　 （Risk　 Assessment 　 Tools　 for

Diagnosis　 of 　 Urban 　 Areas　 against 　 Seismic

Disasters）は ，1996 年 に IDNDR の
一

環 と し て

立ち⊥ げら れ た プ ロ ジ ェ ク トで あ り， 1）地震被

害 シ ナ リオ と防災対応計画 の 策定， 2）地 震被 害

想定 シ ス テ ム の 開発， 3）世界各都市 の 地震 リス

ク の 比較研究 ，4）地震防災 に 関す る情報交換ネ ッ

ト ワ
ー

ク の 構築，の 4 つ を主 な 目的 と して い る 。

具体的に は ， ケース ス タ デ ィ の た め に世界の 9 都

市を選定 し，1998 年 か ら 2 年 間 で ，そ れ ぞ れ の

都市 の 情報 を収集 し，地震危険 度 の 同定， シ ナ リ

オ 地震 に よ る被害想定をお こ な っ た。9 都 市 と は

以下の と お りで あ る 。

ア ジ ア ： Bandung （Indonesia），　 Tashkent

　　（Uzl〕ekistan ），　Zigong （China）
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